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やっぱり金利の「力（ちから）」！

楽読

 

（ラクヨミ）
Ｖｏｌ.267

※上記は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

最近の金融市場では、欧州の財政問題に加え、米国において市場予想以上に悪い内容の経済指標が

 

発表されていることなどから、景気回復ペースの鈍化が懸念され、主要先進国の長期金利は低下傾向に

 

あります。一方、先進国に比べ、景気回復が順調に進んでいるとみられる新興国の金利水準は相対的に

 

高いことから、今後、先進国と新興国との金利差拡大が注目されるとみられます。

ところで、「72の法則」という考え方を参考にすると、下図の日本の債券利回り（0.7％）で運用すると資産

 

を倍にするには約103年かかりますが、新興国平均（6.3％）で運用すると11年程度で資産を倍にできると

 

いう計算になります。もちろん、実際の海外債券投資にあたっては、為替変動や債券の価格変動などに

 

加え、信用リスクやカントリーリスクなどが投資元本に大きな影響を与えることから、計算通りに投資成果

 

があがるわけではありません。しかしながら、現在の日本の金利水準を考えると、海外の高い金利を利用

 

した投資を検討する必要があると考えられます。

先進国債券と新興国債券の利回り比較

 

（2010年6月末）
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※先進国債券は、「シティグループ世界国債インデックス」、新興国債券は、「JPモルガン・エマージング・マーケッツ・ボンド・

 

インデックス・プラス」より日興アセットマネジメントが作成

⇒次ページに続く

＜「72の法則」とは＞

「72の法則」とは、お金をある一定の利回りで複利運用

 

する場合、元金が2倍になるにはおよそ何年かかるかを

 

計算する式であり、「72÷複利運用利回り」により求める

 

ことができます。大変簡単に計算することができますの

 

で、広く知られている法則です。

 

※本資料の場合、72÷0.7＝約103年、72÷6.3＝約11年先進国22ヵ国の

 

加重平均

新興国15ヵ国の

 

加重平均
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先進国債券のパフォーマンス（米ドルベース）

 

1998年12月末～2010年6月末

下図は、先進国債券と新興国債券のパフォーマンスです。双方のパフォーマンスを牽引しているもの

 

の一つが、利子収益の積み上げであることがわかります。そして相対的に金利の高い新興国債券の

 

パフォーマンスに、利子収益の積み上げの効果が大きくあらわれていることがわかります。

 

金利の「力」の効果が債券投資の大きな魅力の一つですが、中でも高い金利の「力」の効果を改めて

 

見直す必要がありそうです。

※1998年12月末を100として指数化

※上記は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

※先進国債券は、「シティグループ世界国債インデックス

 

除く日本（米ドルベース）」、新興国債券は、「JPモルガン・エマージ

 

ング・マーケッツ・ボンド・インデックス・グローバル・ディバーシファイド（米ドルベース）」より日興アセットマネジメントが作成

先進国債券のパフォーマンス

新興国債券のパフォーマンス※1998年12月末を100として指数化

新興国債券のパフォーマンス（米ドルベース）

 

1998年12月末～2010年6月末
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利子収益

 

（累積収益）

利子収益

 

（累積収益）

※利子収益は、下記インデックスの月末の利回りを用いて日興アセットマネジメントが計算

※利子収益は、下記インデックスの月末の利回りを用いて日興アセットマネジメントが計算
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